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１．当社の取り組みとねらい 

当社では、平成１２年に６００ＫＷ風力発電

装置用タワーの製造を開始して以来、継続して

大型風力発電装置用タワーを製造して国内顧

客に供給すると共に、欧州メーカ－製風力発電

装置の販売、及びその風力発電装置を用いた発

電所の建設と業容を拡大してきた。 
 これらの業務経験を生かして、今後成長が見

込める風力発電装置及びブレードを自社製品

化すべく検討を重ねてきた結果、ブレードは一

昨年１０月から室蘭製作所内で製造に着手し、

発電装置に関しては多極永久磁石励磁同期発

電機の技術導入をベースに自社技術化を実施

中であり、前述した風力発電の技術課題を解決

しながら国内の諸条件に合致した風力発電装

置を供給すべく事業展開を図っている。 
 以下にアイテム毎の取り組み状況、特徴を述

べる。 

１） タワー 

 平成１２年の第１号機に始まり，平成１４年

から量産体制による本格な製造を開始し、国内

向け 1500KW 風力発電装置用タワーを中心に現

在までに約 130 基の製造実績を有している。

1500KW 用タワーは、ハブ高さ 65ｍ、最大径 4100

ｍｍ、重量約 90T の３分割鋼製モノポール構造

であり、塩害にも耐えられる重防食塗装が施さ

れている。  

２） ブレード 

 オランダからの技術導入をベースとして平

成 17年 10月からブレード生産を開始しており、

現在までに長さ 34ｍのブレードを中心に約 60

枚の製造実績を有している。ブレードはグラス

ファイバー繊維とエポキシ系樹脂を複合的に

組み合わせた強化ＦＲＰ製で、日本の台風環境

を考慮した耐風速 70m/s 仕様としている。 ま

た、ブレード先端部に大容量の着雷部を設ける

ことにより、日本の冬季雷のような電気容量の

大きな雷に対して、熱に交換することでブレー

ドの損傷を防止する対策を講じている。 

  

 

昨年、長さ 40ｍブレード用の Mold を自社生産

し、今後は 2000KW 用発電装置の標準ブレード

である 40ｍブレード主体での生産体制に入っ

ている。 

３） 風力発電装置 

 多極永久磁石励磁同期発電機を用いた風力

発電装置の基本技術を欧州から導入し、これに

前述したタワー、ブレードを装備した自社製風

車システム（J70、J82）の製造、販売を平成 19

年度から本格的に開始した。図１に J82 の構成

図を示す。 

 この風力発電装置は多極永久磁石励磁同期

発電機を搭載しているため、系統にとって負担

となる突入電流の発生がほとんどなく、また、

風速の強弱に合せた可変速運転が可能で、短周

期の電圧変動を極力おさえる  ようにして

いるため系統への影響が少ない風車である。 

 また、ギヤレス直接駆動の発電装置で、動く

（回転する）部品を可能な限り少なくしている

ため、故障発 

生の確率を減少させ、また保守点検の間隔を減

すことが可能であることから設備利用率、稼働

率の向上に繋がり、発電量の増大に寄与できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ J82 の構成図 
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前述の通り日本を含むアジア地域の風況は

年間を通した平均風速は低く、極値風速は高い

ということを考慮し、本風力発電装置では、疲

労強度に対する設計と極値風速に対する設計

をそれぞれの条件に合うように合理的に行っ

ており、地域の風況に適合させると共に、経済

性の向上も合わせて狙ったものである。J70 と

J82 の主要緒言を表１に示す。 

 

 以上、当社の風力発電に対する取り組み状況

について述べたが、これに加えて、風況精査・

解析技術の精度向上等に関する研究開発も幅

広く展開しており、自社風力発電技術のグレー

ドアップを図りながら、国内風力発電の更なる

発展に寄与したい。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


